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藍閃片岩(北米カリフォルニア州Pachec0峠)

藍閃石はNaに富む層閃石の一種で単一二コノレ下で無色～淡紫色

～淡青色の多色性があざやかである写真は北米太平洋沿岸のフラ

ンシスカン層(ジュラ紀?)の藍閃石片岩で少量のチタン石(粒状

で浮き上がってv･る)を合むロｰソン石を主とする部分がこれも翻

かく互層するこのような藍閃石一･冒一ソン石･ヒスイなどの産

出で特徴づけられる藍閃変成作用(低温･高圧型)の研究はわが

国の三波川変成帯とフランシスカン層とでこの10年剛こめざましい

発展をとげた(山)

日本光学万能投影器単一ニコル(約40倍)�


